
水際対策強化に係る新たな措置（６） 

 

 

令和３年１月１３日 

 

１．「水際対策強化に係る新たな措置」（令和２年 12月 23日）３．及び「水際対策強化に係る新た

な措置（２）」（令和２年 12月 25日）３．により、英国及び南アフリカ共和国から帰国する日本

人及び再入国する在留資格保持者に対し、当分の間、入国時に 14 日間の公共交通機関不使用、

14 日間の自宅又は宿泊施設での待機、位置情報の保存等について誓約を求めているところであ

るが、新たに、保健所等から位置情報の提示を求められた場合には応ずることを追加するととも

に、誓約に違反した場合には、検疫法上の停留の対象にし得るほか、以下のとおりとする。 

（１）日本人については、氏名や感染拡大の防止に資する情報が公表され得ることとする。 

（２）在留資格保持者については、氏名、国籍や感染拡大の防止に資する情報が公表され得るこ

ととするとともに、出入国管理及び難民認定法の規定に基づく在留資格取消手続及び退去強

制手続等の対象となり得るものとする。 

 

（注）上記の「14 日間の自宅又は宿泊施設での待機」については、「水際対策強化に係る新たな措置（３）」（令和２

年 12 月 25日）１．により、検疫所長の指定する場所（検疫所が確保する宿泊施設に限る。）での待機を求めた上で、

入国後３日目において、改めて検査を行い、陰性と判定された者については、検疫所が確保する宿泊施設を退所し、

入国後 14日間の自宅等での待機を求めるものとしている。 

 

２．上記１．以外の全ての入国者についても、当分の間、新たに、入国時に 14 日間の公共交通機

関不使用、14日間の自宅又は宿泊施設での待機、位置情報の保存、保健所等から位置情報の提示

を求められた場合には応ずること等について（別段の防疫上の措置を取ることとしている場合は

それらの事項について）誓約を求めるとともに、誓約に違反した場合には、検疫法上の停留の対

象にし得るほか、以下のとおりとする。 

（１）日本人については、氏名や感染拡大の防止に資する情報が公表され得ることとする。 

（２）在留資格保持者については、氏名、国籍や感染拡大の防止に資する情報が公表され得るこ

ととするとともに、出入国管理及び難民認定法の規定に基づく在留資格取消手続及び退去強

制手続等の対象となり得るものとする。 

 

３．上記１．及び２．について、誓約書を提出しない者に対しては、検疫所長の指定する場所（検

疫所が確保する宿泊施設に限る。）で 14日間待機することを要請する。 

 

（注）上記１～３に基づく措置は、令和３年１月 14日午前０時（日本時間）以降に入国する者に対して行うものと

する。 

 

（以上） 

 

 

 

 



New measures for border enforcement (6) 

 

January 13, 2021 

 

1. Based on Article 3 of “New measures for border enforcement” (issued on December 23, 2020) and Article 3 

of “New measures for border enforcement (2)” (issued on December 25, 2020), Japanese nationals and foreign 

nationals with the status of residence returning to Japan from the United Kingdom of Great Britain and the Republic 

of South Africa are requested for the time being to pledge upon arrival to refrain from using public transportation for 

14 days, quarantine at home or other designated areas for the remaining period of 14 days, and retain the location 

data, etc. In addition, they are newly required to provide the location data to the health centers or other institutions, if 

requested. In case of violation, they may be subject to detention under Quarantine Act and the following will apply. 

  

(1) For Japanese nationals, names and other information that contributes to preventing the spread of infection may 

be made public. 

 

(2) For foreign nationals with the status of residence, names, nationalities, and other information that contributes to 

preventing the spread of infection may be made public. They may also be subject to the revocation of status of 

residence and procedures for deportation under Immigration Control and Refugee Recognition Law. 

 

Note: Regarding the “quarantine at home or other designated areas for the remaining period of 14 days” 

mentioned above, based on Article 1 of “New measures for border enforcement (3)” (issued on December 

25, 2020), Japanese nationals and foreign nationals with the status of residence returning to Japan from the 

United Kingdom of Great Britain and the Republic of South Africa are requested to stay at specific 

accommodation facilities designated by the Chief of the Quarantine Station, and required to take the COVID-

19 test again on the third day of the arrival to Japan. Those with negative result in this test leave the 

accommodation facilities and to self-quarantine at home during the remaining period of 14 days after entering 

Japan. 

 

2. All others entering to Japan who are not mentioned in paragraph 1. are also requested, for the time being to 

pledge to refrain from using public transportation for 14 days, quarantine at home or other designated areas for the 

remaining period of 14 days, retain the location data, and provide the location data to the health centers or other 

institutions, if requested. (If separate quarantine measures are to be taken, those also need to be pledged.) In case of 

violation, they may be subject to detention under Quarantine Act and the following shall apply. 

 

(1) For Japanese nationals, names and other information that contributes to preventing the spread of infection may 

be made public. 

 

(2) For foreign nationals with the status of residence, names, nationalities, and other information that contributes to 

preventing the spread of infection may be made public. They may also be subject to the revocation of status of 

residence and procedures for deportation under Immigration Control and Refugee Recognition Law. 

 

3. Regarding 1. and 2. mentioned above, those who do not submit the “Written Pledge” are requested to stay 



at specific accommodation facilities designated by the Chief of the Quarantine Station for 14 days. 

 

Note: The quarantine measures mentioned above from paragraph 1. to paragraph 3. will be applied to those who enter 

Japan after 0:00 am (JST) on January 14, 2021. 

 

(End) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水際対策強化に係る新たな措置（７） 

 

令和３年 1月１３日 

 

 

「国際的な人の往来の再開に向けた段階的措置」（第 38回新型コロナウイルス感染症対策本部

（令和 2 年 6 月 18 日）資料２）及び「国際的な人の往来の再開等」（第 41 回新型コロナウイル

ス感染症対策本部（令和 2 年 7 月 22 日）資料３）に基づき、追加的な防疫措置を確約できる受

入企業・団体がいることを条件に、双方の取り決めに基づき、例外的に新規入国を認め（レジデ

ンストラック）、14日間の自宅等待機期間中も、行動範囲を限定した形で行動制限を一部緩和し

てきた（ビジネストラック）ところであるが、緊急事態解除宣言が発せられるまでの間、全ての

対象国・地域とのビジネストラック及びレジデンストラックの運用を停止し、両トラックによる

外国人の新規入国を認めず、ビジネストラックによる日本人及び在留資格保持者について、帰国・

再入国時の 14日間待機の緩和措置を認めないこととする。 

 

（注１）上記に基づく措置は、令和３年１月 14日午前 0時（日本時間）から行うものとする。 

（注２） ビジネストラック及びレジデンストラックの下で発給済みの有効な査証を所持する者については、令和３

年１月 21 日午前 0 時（日本時間）までの間、本邦への上陸申請日前 14 日以内に英国又は南アフリカ共和国に

おける滞在歴のある者を除き、原則として入国を認める。 

また、入国が認められる場合であっても、ビジネストラックによる入国時の 14日間待機の緩和措置は認めな

い。 

   併せて、「水際対策強化に係る新たな措置（４）」（令和２年 12月 26日）に基づく措置は、令和３年１月末ま

での間としているが、緊急事態解除宣言が発せられるまでの間、措置を維持するものとする。同措置（４）１

（注２）における発給済みの査証を所持する者については、令和３年１月 21日午前 0時（日本時間）までの間

に限り、本邦への上陸申請日前 14日以内に英国又は南アフリカ共和国における滞在歴のある者、本邦への上陸

申請日前 14 日以内に感染症危険情報レベル３（渡航中止勧告）対象国・地域における滞在歴のある者を除き、

原則として入国を認めることとする。 

（注３）ビジネストラック及びレジデンストラックの下で発給済みの有効な査証を所持し新規入国する外国人のう

ち出国前 72時間以内の検査証明を提出できない者に対しては、検疫所長の指定する場所（受入企業・団体が確

保する宿泊施設に限る。）での待機を求める。その上で、入国後３日目において、受入企業・団体の責任におい

て改めて検査を行い、その結果について検疫所長へ報告するとともに、入国後 14 日間の自宅等での待機を求め

ることとする。  

   （以上） 

 


